
§.８ 割合増減問題

① 昨年の新入生の数を x人とする。
１６x＋ x × ＝３７７
１００

x＝３２５

答． ３２５人

② 最初の女子の数を x人とする。
４０

（４０＋２＋３）× ＝ x＋３
１００

x＝１５

答． １５人
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① 仕入値段を x円とする。
２５x＋ x × ＝６０００
１００

x＝４８００

答．４８００円

② 品物の定価を x円とする。
２x－ x × ＝２０００－４８０
１０

x＝１９００

答． １９００円

③ 仕入れ価格を x円とする。
定価は

３ ３x＋ x× ＝ x＋ x
１０ １０
１０ ３ １３ １３ x＝ x＋ x＝ x＝
１０ １０ １０ １０

売価は
１３ x １３ x ２ １３ x ２６ x－ × ＝ －
１０ １０ １０ １０ １００

１３０ x ２６ x １０４ x＝ － ＝
１００ １００ １００

そこで利益に関してつくれる式は
１０４ x－ x＝３６０
１００

x＝９０００

答．９０００円

④ 仕入れ値段を x 円とする。
定価は

４ ４x＋ x × ＝ x＋ x
１０ １０
１０ ４ １４ １４ x

＝ x＋ x＝ x＝
１０ １０ １０ １０

売価は
１４ x １４ x ２ １４ x ２８ x

－ × ＝ －
１０ １０ １０ １０ １００

１４０ x ２８ x １１２ x＝ － ＝
１００ １００ １００

そこで利益に関してつくれる式は
１１２ x－ x＝２４０
１００

x＝２０００

答．２０００円

⑤ 原価を x 円とする。
定価は

２ ２x＋ x × ＝ x＋ x
１０ １０
１０ ２ １２ １２ x

＝ x＋ x＝ x＝
１０ １０ １０ １０

売価は
１２ x－１２０
１０
そこで利益に関してつくれる式は
１２ x ５－１２０－ x＝ x ×
１０ １００
１２０ x－１２０００－１００ x＝５ x
１２０ x －１００ x －５ x ＝１２０００

１５ x ＝１２０００
x＝８００
答． ８００円
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⑥ 原価を x 円とする。
定価は

４ ４x＋ x × ＝ x＋ x
１０ １０
１０ ４ １４ １４ x＝ x＋ x＝ x＝
１０ １０ １０ １０

売価は
１４ x １４ x ２ １４ x ２８ x

－ × ＝ －
１０ １０ １０ １０ １００

１４０ x ２８ x １１２ x
＝ － ＝
１００ １００ １００

そこで利益に関してつくれる式は
１１２ x－ x＝２６４０
１００

x ＝２２０００

答．２２０００円

⑦ 原価を x 円とする。
定価は

２ ２x＋ x × ＝ x＋ x
１０ １０
１０ ２ １２ １２ x＝ x＋ x＝ x＝
１０ １０ １０ １０

売価は
１２ x １２ x １ １２ x １２ x

－ × ＝ －
１０ １０ １０ １０ １００

１２０ x １２ x １０８ x＝ － ＝
１００ １００ １００

そこで利益に関してつくれる式は
１０８ x－ x＝２４０
１００

x＝３０００

答．３０００円

⑧ 仕入値を x 円とする。
定価は

３ ３x＋ x× ＝ x＋ x
１０ １０
１０ ３ １３ １３ x＝ x＋ x＝ x＝
１０ １０ １０ １０

この定価で６０個売ったということである

売価は
１３ x

－２００
１０

この売価で １００－６０＝４０
つまり、４０個売ったということである。

そこで商品全体の売り上げ高は
１３ x １３ x

×６０＋ －２００ ×４０
１０ １０

１３ x
＝１３ x ×６＋ ×４０－８０００

１０
＝７８ x ＋５２ x －８０００
＝１３０ x －８０００

商品全体の仕入れにかかった額は
x×１００＝１００ x

そこで、商品全体の利益に関してつくれる式
は
１３０ x －８０００－１００ x ＝３７０００

x ＝１５００

答．１５００円

１次方程式の応用 解答解説編


